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 展葉フェノロジーの調査から、展葉は 2 回のピークを持ち、１回目の展葉ピークは温度の上昇
に同調しており、2 回目の展葉ピークは降雨に伴う土壌水分の上昇がきっかけになったと推測さ
れた。温度上昇に起因して起こる１回目の展葉ピークでは深層に残された水分を利用し、降雨の
後に 2 回目の展葉と当年枝の伸長を可能にすることで、降雨の時期と量の年変化が大きい環境に
おいて、予測可能性の低い降雨の有効な利用を可能にしていた。 
 地上部成長の調査の結果、遊牧家畜の摂食からの補償成長の大きさは降水量が多い年の方が大
きいが、雨が多い年であっても摂食された量を完全には補償できず、降水量の多寡に関わらず放
牧圧は地上部成長を妨げることが明らかになった。放牧圧が地上部成長を抑制する効果は優占度
にも反映され、冬営地からの距離が近いところでは C.microphylla は嗜好性が高い草本と同じよう
に被度が減少し、相対優占度も冬営地近傍で低下した。 
 本研究は研究例が希少な半乾燥地の草原地帯の潅木の特性に多くの知見を付け加え、降雨と放
牧圧に対する植物の適応戦略に関する示唆を与えるものである。したがって、本論文は博士(環境
学)に値する論文であると判定した。
